
教育環境の計画的な整備を図るとともに、多様な学習活動への適応性、地域とともにあ

る学校づくり等に配慮した施設整備に努めます。 

また、子どもの交通事故防止と通学路の安全確保のため、四日市市通学路交通安全推進

会議にて交通安全対策を実施します。 

＜施策の内容＞ 

（１）施設維持管理・施設補修

○昭和３０年代（一部４０年代を含む。）建設のベランダ型校舎について、校舎改築に

よって学習環境の改善を図ります。

○良好な学習環境の確保と施設の長寿命化を図るため、計画的な大規模改修を実施します。 

○学校施設の維持管理や補修によって、健康や安全に配慮した学習環境の整備に努めます。 

（２）機能的な学校施設の整備

○快適な環境づくりを推進するため、照明器具の LED 化、トイレの洋式化、空調設備の

設置を進めます。

○校舎改築・改修時に、建物の環境性能を向上させます。

○多様な学習活動に対応した機能的な学校施設の整備に努めます。

（３）通学路交通安全対策の実施

○学校・保護者・地域住民の意見を踏まえ、「四日市市通学路交通安全プログラム」に基

づき、公安委員会や道路管理者など、関係機関と連携した継続的な通学路交通安全対

策を実施します。

指標 現状値（令和２年度） 目標値（令和 8 年度） 

学校施設整備計画に基づく施設整備

の実施率※１ 

小学校 ２％※２ 

中学校 ７％※２ 

小学校 ７４％ 

中学校 ４８％ 

※１ 令和２年度からの総合計画にあわせ、令和１１年度に１００％の目標達成とする整備計画

※２ 令和２年度からの整備計画のため、令和２年度の実施率を記載

学びを支える教育施設等の整備 ７ 

学校での取組例 
・校舎・施設の適切な管理及び定期的な安全点検の実施
・通学路交通安全点検の実施

めざす学校の姿 子どもたちが意欲的に学ぶことができる環境を備えた学校 

基本目標５ 学校教育力の向上 

第３章 ビジョンの進捗管理と評価 

１ 本市の教育施策及び学校の評価システム 

２ 指標一覧 
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１１  本本市市のの教教育育施施策策及及びび学学校校のの評評価価シシスステテムム  

本市教育委員会では、平成 21 年度から四日市市教育施策評価委員を委嘱し、

専門的・客観的な立場からの提言や助言を基に、本市学校教育ビジョンを基盤

とした教育施策及び学校評価システムについて、点検及び評価を進めています。

学校教育ビジョンは、本市学校教育の根幹として位置付けられるものであるこ

とから、ビジョンの進捗管理とともに、成果指標に基づく評価を実施します。 

また、基本目標の各施策については、具体的な取組指標に基づき、取組の進

捗管理及び評価をするとともに、その結果については、「教育委員会の点検・

評価報告書」及び「学校教育白書」で市議会に報告するとともに、広く市民に

周知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
「学校づくりビジョン」は、教師が連携し、各教科等の連携を図りながら行う授業づくりやよ
りよい学校教育を目指す地域人材の活用などをカリキュラムに位置付け、その実施状況を評価
し、改善を図るといったカリキュラム・マネジメントに基づき、策定されます。 

＜四日市市学校評価システム＞ 

◆本市では、四日市市学校教育ビジョンを受けて、各学校が「学校づくりビジョン」

を策定し、学校経営を行っています。 

◆学校評価に関して、各学校から教育委員会へ、以下の報告書が提出されます。 

①自己評価書 

・学校づくりビジョンの重点目標に対する評価、学校経営に対する評価等 

②学校関係者評価書 

・四日市版コミュニティスクール運営協議会による評価 

◆学校教育白書は、四日市市学校教育ビジョンの諸施策の評価資料として位置付けて

います。これに基づき、教育委員会の点検・評価報告書を作成しています。 

 

※ PDCAサイクル 

    = Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）の業務改善システム 

第４次四日市市学校教育ビジョン 

学校教育白書 

教育委員会の点検・評価報告書 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ  

Ａ  

各施策の実施 → 学校の取組 

指標（数値目標） 

各施策の見直し

↓ 

学校の取組改善 
ＨＰ公表 

教育施策評価委員の知見活用 各施策の進捗管理（教育委員会） 

− 63−



 基本目標１ 確かな学力の定着 

（基本目標１－１、１－３、１－４…全国平均値を１００としたときの全科目の市平均値） 

基本目標２ こころとからだの健全な育成 
  指指標標  現現状状値値（（令令和和元元年年度度））  目目標標値値（（令令和和 88 年年度度））  

１１  いじめや差別は絶対にいけな
いと思う子どもの割合 ９３％ ９５％ 

２２  「道徳の授業で、自分の考え
を深めたり、学級やグループ
で話し合ったりする活動に取
り組んでいる」と肯定的な回
答をした児童生徒の割合 

小学校 ７９．８％ 
中学校 ８１．３％ 

小学校 ８５％ 
中学校 ８６％ 

３３  「授業時間以外に読書をす
る」と回答した児童生徒の割
合 

小学校 ８１．８％ 
中学校 ６６．８％ 

小学校 ８５％ 
中学校 ７０％ 

４４  「運動（体を動かす運動遊び
を含む）やスポーツをするこ
とが好きである」と肯定的な
回答をした児童生徒の割合 

【小学校】 
男子７１．３％ 
女子５２．０％ 
【中学校】 

男子６３．５％ 
女子４４．３％ 

【小学校】 
９４％ 

 
【中学校】 
８８％ 

５５  学校三師や関係機関と連携
し、専門的な知見を活かした
学校保健委員会や保健教育、
研修会等を 2 回以上開催した
学校数 

8 校(小学校 2、中学校６)
（13.6％） 

30 校（小 19、中 11） 
（50.8％） 

６６  食育に「関心がある」と回答し
た児童生徒の割合 ― 100％ 

  指指標標  現現状状値値（（令令和和元元年年度度））  目目標標値値（（令令和和 88 年年度度））  
１１  「全国学力・学習状況調査」に

おける各教科の平均正答率の
平均値 

小学校  ９８．９ 
中学校 １０２．５ 

小学校 １０２ 
中学校 １０３ 

２２  ほぼ毎日、コンピュータなど
の ICT 機器を他の友達と意見
を交換したり、調べたりする
ために使用している児童生徒
の割合 

５．７％（参考値） １００％ 

３３  「全国学力・学習状況調査」に
おける読解力に関連する問題
の平均値 

小学校 １００．７ 
中学校 １０１．１ 

小学校 １０２ 
中学校 １０３ 

４４  「全国学力・学習状況調査」に
おける思考力に関連する問題
の平均値 

小学校  ９５．３ 
中学校 １０４．３ 

小学校 １０１ 
中学校 １０５ 

５５  ①「英語を使って友だちと会
話することは楽しい」と肯定
的な回答をした小学５・６年
生の割合 

８２％ ９０％ 

  ②CEFR A1 レベル（英検３級）
相当以上を取得している及び
相当の英語力を有すると思わ
れる中学３年生の割合 

４４．３％ ５５％ 

６６  「主体的な遊びを通しての学
び」について研修を行い、教育
課程に反映させた園の割合 

－ １００％ 

２ 指標一覧 
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基本目標３ よりよい未来社会を創造する力の育成 

  指指標標  現現状状値値（（令令和和元元年年度度））  目目標標値値（（令令和和 88 年年度度））  

１１  「将来の夢や目標を持ってい

る」と肯定的な回答をした児

童生徒の割合 

小学校 ８２．０％ 

中学校 ７０．０％ 

小学校 ８５％ 

中学校 ７５％ 

２２  ①見学をとおして、ふるさと

への愛着をもつことができた

児童生徒の割合 

小学校 ８５％ 

中学校 ８０％ 

小学校 ９５％ 

中学校 ９０％ 

  ②見学をとおして、星や宇宙

に対して興味・関心を示すこ

とができた児童生徒の割合 

小学校 ８５％ 

中学校 ８０％ 

小学校 ９５％ 

中学校 ９０％ 

３３  ①「地域や社会をよくするた

めに何をすべきか考えること

がある」と肯定的な回答をし

た児童生徒の割合 

小学校 ５５．７％ 

中学校 ４２％ 

小学校 ６０％ 

中学校 ７０％ 

  ②「地球環境を守るための行

動をしたいと感じるようにな

った」と肯定的な回答をした

児童生徒の割合 

小学校 ８５％ 

中学校 ８０％ 

小学校 ９５％ 

中学校 ９０％ 

４４  「学校教育活動、学校経営の

評価」における、「日常生活に

生きる安全教育の充実」の質

問項目での評価の平均値 

小学校 ３．５ 

中学校 ３．１ 

小学校 ３．８ 

中学校 ３．５ 
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基本目標４ 全ての子どもの能力を伸ばす教育の実現 

  指指標標  現現状状値値（（令令和和元元年年度度））  目目標標値値（（令令和和 88 年年度度））  

１１  ①「国語の授業の内容はよく分

かる」と肯定的な回答をした児

童生徒の割合 

小学６年生 ８６．１％ 

中学３年生 ８２．５％ 

小学６年生 ９０％ 

中学３年生 ８８％ 

  ②「算数・数学の授業の内容はよ

く分かる」と肯定的な回答をし

た児童生徒の割合 

小学６年生 ８４．６％ 

中学３年生 ８０．７％ 

小学６年生 ９０％ 

中学３年生 ８５％ 

２２  相談支援ファイルを作成してい

る児童生徒の割合 
７．７％ 
※令和２年度 

８．３％ 

３３  ＪＳＬ対話型アセスメントＤＬ

Ａ（四日市版）を活用して日本語

指導等を行った学校の割合 

― １００％ 

４４  中学３年生不登校生徒の卒業後

進路（進学・就職）決定率 
９６％ 

※令和２年度 
１００％ 

５５  学校基本調査における中学校卒

業後の高等学校等進学率 
９８．９％ ９９．５％ 

 

基本目標５ 学校教育力の向上 

  指指標標  現現状状値値（（令令和和元元年年度度））  目目標標値値（（令令和和 88 年年度度））  

１１  「学校評価」における「学校経営

の充実」に係る質問項目の平均

値 

小学校 ３．３ 

中学校 ３．２ 

小学校 ３．４ 

中学校 ３．３ 

２２  超過勤務年７２０時間以上の教

職員数の割合 
小学校 １０．８％ 

中学校 ３３．３％ 

小学校 ０％ 

中学校 ０％ 

３３  「学校に行くのは、楽しいと思

う」と肯定的な回答をした児童

生徒の割合 

小学６年生 ８５．０％ 

中学３年生 ８４．０％ 

小学６年生 ９０％ 

中学３年生 ９０％ 

４４  新教育プログラム６つの柱を意

識した一貫性・連続性のある指

導をした中学校区数 

－ 
２１校区※ 

※ 三滝中、三重平中は同一中学校区として

取組を進めているため 

５５  地域人材を活用した取組や出前

講座（生活リズムや万引き防止、

ｅネット出前講座等）がカリキ

ュラムに位置づいている学校の

割合 

－ １００％ 

６６  教職員が、校内外の研修や研究

会に参加し、その成果を教育活

動に積極的に反映させている学

校の割合 

４２％ １００％ 

７７  学校施設整備計画に基づく施設

整備の実施率 

小学校 ２％ 

中学校 ７％ 
※令和２年度 

小学校 ７４％ 

中学校 ４８％ 
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